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◆◆◆◆
第第第第
一一一一
一一一一
号号号号
◆◆◆◆

◆◆◆◆
七七七七
月月月月
のののの
イイイイ
ベベベベ
ンンンン
トトトト
◆◆◆◆

本
格
的
な
夏
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。

水
の
町
屋
御
殿
堰
で
は
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
や

サ
ー
ビ
ス
を
ご
用
意
し
て
皆
様
の
ご
来
街
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

◆◆◆◆
『『『『
街街街街
なななな
かかかか
回回回回
遊遊遊遊
べべべべ
にににに
街街街街
道道道道
』』』』

日日日日
程程程程
：：：：
七七七七
月月月月
一一一一
日日日日
～～～～
七七七七
月月月月
三三三三
一一一一
日日日日

山
形
ホ
テ
ル
協
会
・
山
形
市
が
主
催
す
る

「
街
な
か
回
遊
べ
に
街
道
」
イ
ベ
ン
ト
期
間
中
、

水
の
町
屋
七
日
町
御
殿
堰
の
各
店
舗
で
は
様
々

な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
岩
淵
茶
舗
】

伊
勢
半
本
紅
販
売
・
紅
ソ
フ
ト
販
売

【
結
城
屋
】

紅
花
商
品
の
展
示
販
売

【
そ
ば
処
庄
司
屋
】

限
定
手
打
ち
紅
切
販
売
（
各
日
二
五
食
）

【
ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
フ
ェ
】

紅
花
ア
イ
ス
販
売

【
わ
か
の
や
季
礼
】

紅
花
ビ
ー
ド
ロ
ス
ト
ラ
ッ
プ
販
売

【
布
四
季
庵
】

紅
花
商
品
の
展
示
販
売

ミ
ニ
紅
花
資
料
館

紅
花
染
体
験
（
材
料
費
五
〇
〇
円
）

開
催
日
：
七
月
毎
週
土
日
・
一
八
日

※
詳
細
は
御
殿
堰
各
店
舗
に
て
配
布
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆◆◆◆
『『『『
オオオオ
リリリリ
ジジジジ
ナナナナ
ルルルル
吊吊吊吊
るるるる
しししし
雛雛雛雛
』』』』
夏夏夏夏
飾飾飾飾
りりりり

日日日日
程程程程
：：：：
七七七七
月月月月
一一一一
八八八八
日日日日
～～～～
八八八八
月月月月
三三三三
一一一一
日日日日

場場場場
所所所所
：：：：
水水水水
のののの
町町町町
屋屋屋屋
御御御御
殿殿殿殿
堰堰堰堰
一一一一
階階階階
軒軒軒軒
下下下下

時時時時
間間間間
：：：：
一一一一
〇〇〇〇
時時時時
～～～～
一一一一
九九九九
時時時時

三
月
の
吊
る
し
雛
。
五
月
に
は
端
午
の
節
句

吊
る
し
雛
。
七
月
は
『
オ
リ
ジ
ナ
ル
吊
る
し
雛
～

夏
飾
り
』
を
展
示
致
し
ま
す
。

全
て
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
手
作
り
で
す
。
街
中
で

夏
の
季
節
感
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

◆◆◆◆
『『『『
キキキキ
ャャャャ
ンンンン
ドドドド
ルルルル
スススス
ケケケケ
ーーーー
ププププ
』』』』

日日日日
程程程程
：：：：
七七七七
月月月月
一一一一
〇〇〇〇
日日日日

一一一一
八八八八
時時時時
～～～～
二二二二
〇〇〇〇
時時時時

七七七七
月月月月
二二二二
五五五五
日日日日

一一一一
七七七七
時時時時
半半半半
～～～～
二二二二
〇〇〇〇
時時時時

御
殿
堰
に
竹
筒
を
使
っ
た
キ
ャ
ン
ド
ル
ホ
ル

ダ
ー
で
蝋
燭
の
穏
や
か
な
灯
り
を
演
出
致
し
ま

す
。
水
の
町
屋
御
殿
堰
へ
、
夕
涼
み
に
お
出
か
け

に
な
り
ま
せ
ん
か
？

◆◆◆◆
七七七七
夕夕夕夕
飾飾飾飾
りりりり
◆◆◆◆

昨
年
も
ご
好
評
い
た
だ
い
た
『
御
殿
堰
沿
い
の

七
夕
飾
り
』
。

昨
年
は
御
殿
堰
に
お
越
し
い
た
だ
い
た
方
に
短

冊
を
お
渡
し
、
皆
さ
ま
の
願
い
ご
と
を
書
き
留
め

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
願
い
ご
と
が
書
か
れ
た
短

冊
は
、
御
殿
堰
緑
地
に
設
置
し
た
笹
の
葉
に
ス

タ
ッ
フ
の
手
に
よ
っ
て
掛
け
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

カ
ラ
フ
ル
な
短
冊
が
風
に
揺
れ
る
様
は
、
と
て

も
涼
し
げ
で
緩
や
か
で
穏
や
か
で
、
願
い
ご
と
が

空
ま
で
届
く
よ
う
な
感
じ
が
し
ま
し
た
。

今
年
は
七
月
二
日
～
十
日
の
間
、
七
夕
飾
り
を

致
し
ま
す
。
街
ゆ
く
方
た
ち
が
興
味
深
げ
に
立
ち

止
ま
ら
れ
る
の
が
印
象
的
で
す
。

桶桶桶桶
町町町町

樽樽樽樽
物物物物
町町町町

塗塗塗塗
師師師師
町町町町

材材材材
木木木木
町町町町

御
殿
堰

大
黒
天
便
り

山
形
市
中
心
市
街
地
を
流
れ

る
御
殿
堰
。
そ
の
豊
か
な
水
の

流
れ
を
見
守
っ
て
い
る
の
が
私

「
御
殿
堰
大
黒
天
」
で
す
。

「
大
黒
天
便
り
」
で
は
、
わ
た
し
大
黒
天
が
御
殿

堰
の
歴
史
・
季
節
の
話
題
・
生
活
の
知
恵
な
ど

『
な
る
ほ
ど
！
』
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
内
容
を

お
伝
え
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
第
一
一
号
で
す
。

山山山山
形形形形
ああああ
れれれれ
ここここ
れれれれ⑨⑨⑨⑨

打打打打
ちちちち
水水水水
大大大大
会会会会

蝋蝋蝋蝋
燭燭燭燭
町町町町

鍛鍛鍛鍛
冶冶冶冶
町町町町

伊伊伊伊
賀賀賀賀
町町町町

地地地地
蔵蔵蔵蔵
町町町町

弓弓弓弓
町町町町

౽
十
౔
越

一
九
三
三
年
七
月
二
五
日
午
後
三
時
に
山
形
市

で
観
測
さ
れ
た
最
高
気
温
は
四
〇
・
八
度
。

二
〇
〇
七
年
迄
日
本
一
の
最
高
気
温
だ
っ
た
こ
と

は
御
存
知
の
方
も
多
い
か
と
思
い
ま
す
。

二
〇
〇
七
年
八
月
一
七
日
、
埼
玉
県
熊
谷
市
・
岐

阜
県
多
治
見
市
と
で
四
〇
・
九
度
を
観
測
し
、
七
四

年
ぶ
り
に
国
内
最
高
気
温
が
更
新
さ
れ
ま
し
た
。

中
心
市
街
地
の
商
店
街
で
は
、
二
〇
〇
六
年
か
ら

『
打
ち
水
イ
ベ
ン
ト
』
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
打
ち
水

イ
ベ
ン
ト
は
、
商
店
街
関
係
者
・
市
民
有
志
に
よ
っ

て
組
織
さ
れ
て
い
る
『
ま
ち
コ
ン
や
ま
が
た
実
行
委

員
会
』
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

打
ち
水
イ
ベ
ン
ト
は
、
最
高
気
温
が
観
測
さ
れ
た

午
後
三
時
を
知
ら
せ
る
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
に
合
わ

せ
て
、
桶
に
入
っ
た
水
を
歩
道
に
ま
き
ま
す
。
歩
道

に
打
ち
水
を
す
る
こ
と
で
、
気
温
が
下
が
り
・
見
た

目
の
涼
し
さ
も
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

水
の
町
屋
御
殿
堰
で
は
、
堰
か
ら
の
水
を
使
っ
た

打
ち
水
・
御
殿
堰
を
流
れ
る
水
の
音
・
『
や
ま
が
た

舞
子
と
御
殿
堰
風
鈴
涼
み
』
で
手
作
り
風
鈴
の
音
色
。

皆
さ
ま
の
五
感
に
響
く
『
涼
し
さ
』
を
提
供
致
し
ま

す
。

◆◆◆◆
『『『『
やややや
まままま
がががが
たたたた
舞舞舞舞
子子子子
とととと

七七七七
日日日日
町町町町
御御御御
殿殿殿殿
堰堰堰堰
風風風風
鈴鈴鈴鈴
涼涼涼涼
みみみみ
』』』』

日日日日
程程程程
：：：：
七七七七
月月月月
二二二二
三三三三
日日日日
～～～～
七七七七
月月月月
二二二二
四四四四
日日日日

七
月
二
三
日
（
土
）
二
四
日
（
日
）
先
着
一
五

〇
名
に
、
手
作
り
風
鈴
を
御
殿
堰
に
飾
っ
て
い

た
だ
き
、
や
ま
が
た
舞
子
と
記
念
撮
影
。
花
笠

う
ち
わ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
致
し
ま
す
。

水
の
町
屋
御
殿
堰
で
は
、
七
月
二
五
日
（
月
）

「
ま
ち
コ
ン
や
ま
が
た
『
打
ち
水
』
」
に
参
加
。
風

鈴
を
展
示
し
、
来
街
者
の
方
に
風
鈴
の
音
色
を

楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。

【【【【
風風風風
鈴鈴鈴鈴
のののの
絵絵絵絵
付付付付
けけけけ

無無無無
料料料料
体体体体
験験験験
】】】】

七
月
二
三
日
・
二
四
日
の
先
着
一
五
〇
名

様
短
冊
に
絵
付
け
を
し
た
風
鈴
は
、
水
の
町
屋

御
殿
堰
に
七
月
二
五
日
い
っ
ぱ
い
展
示
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
二
六
日
以
降
に
絵
付
け
を
さ

れ
た
ご
本
人
様
へ
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
致
し
ま
す
。

◆◆◆◆
『『『『
打打打打
ちちちち
水水水水
イイイイ
ベベベベ
ンンンン
トトトト
』』』』

日日日日
程程程程
：：：：
七七七七
月月月月
二二二二
五五五五
日日日日

一
九
三
三
年
一
五
時
、
山
形
市
で
観
測
し
た

四
〇
・
八
度
と
い
う
最
高
気
温
は
二
〇
〇
七

年
ま
で
日
本
一
の
記
録
で
し
た
。
日
本
一
の
暑

さ
に
ち
な
ん
で
、
中
心
市
街
地
で
は
最
高
気
温

を
記
録
し
た
七
月
二
五
日
一
五
時
打
ち
水
を

し
て
涼
を
楽
し
む
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い
ま

す
。
当
日
は
、
御
殿
堰
か
ら
大
き
な
柄
杓
で
水

を
汲
み
と
り
、
歩
道
に
打
ち
水
を
す
る
こ
と
で

「
涼
し
さ
」
を
提
供
致
し
ま
す
。

◆◆◆◆
『『『『
そそそそ
ばばばば
処処処処
庄庄庄庄
司司司司
屋屋屋屋
でででで
寄寄寄寄
席席席席
をををを
開開開開
催催催催
』』』』

日日日日
程程程程
：：：：
七七七七
月月月月
二二二二
六六六六
日日日日

時時時時
間間間間
：：：：
開開開開
場場場場
一一一一
七七七七
時時時時
半半半半
・・・・
開開開開
演演演演
一一一一
九九九九
時時時時
半半半半

出出出出
演演演演
：：：：
柳柳柳柳
家家家家
ささささ
んんんん
生生生生

東東東東
京京京京
ボボボボ
ーーーー
イイイイ
ズズズズ
仲仲仲仲
八八八八
郎郎郎郎

木木木木
戸戸戸戸
銭銭銭銭
：：：：
三三三三
五五五五
〇〇〇〇
〇〇〇〇
円円円円
（（（（
蕎蕎蕎蕎
麦麦麦麦
料料料料
理理理理
付付付付
））））

そ
ば
処
庄
司
屋
で
は
、
七
月
二
六
日
（
火
）
に

寄
席
を
開
催
致
し
ま
す
。
詳
細
は
そ
ば
処
庄
司

屋
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
お
席
に
限
り
が

あ
り
ま
す
の
で
、
チ
ケ
ッ
ト
に
つ
き
ま
し
て
は

お
早
目
に
お
求
め
下
さ
い
。
詳
細
は
、
そ
ば
処

庄
司
屋
ま
で
お
問
合
せ
下
さ
い
。

【
問
合
せ
】
〇
二
三
‐
六
七
三
‐
九
六
三
九

次
号
の
発
行
は
八
月
五
日
で
す
。

来
月
も
皆
様
と
紙
面
で
お
会
い
で
き
る
の
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。


